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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract
（和文）
大質量星のコアが重力崩壊して、超新星爆発を起こさずにブラックホールになってしまうケースについて、住吉を中心として親星や状態方程式がニュートリノバーストに与える影響を詳しく調べた。複数の親星のモデルを使った数値シミュレーションの結果からは、コア周りの密度分布が、放出されるニュートリノバーストの時間発展に大きく影響することなどを明らかにした。また、中里との共同研究により、このようなブラックホール形成時に放出されるニュートリノを、Super-KAMIOKANDE のような検出器で観測する場合のニュートリノイベントの特徴などを、ニュートリノ振動も考慮して詳しく解析した。また重い星のコアの重力崩壊において，核統計平衡状態の元素組成と、Shen らの状態方程式による代表的原子核の比較を行い，電子捕獲率やニュートリノ散乱率に大きな違いが存在することを確認した。Polar Slicing を用いた一般相対論的流体計算コード開発に関する研究も行った。
（英文）

  We studied the case in which cores of massive stars collapse to be black holes without successful supernova explosions. We performed numerical simulations from the onset of core collapse to the formation of black hole for various progenitors. We found that the time evolution of neutrino bursts strongly depend on the density profiles around the core. In collaboration with Nakazato, we investigated the event feature of such neutrino bursts at the terrestrial detectors in detail including neutrino oscillation effects. In addition,   we studied nuclear composition of collapsing cores in nuclear statistical equilibrium. We found large differences in electron capture rates and neutrino scattering rates between NSE EOS and Shen’s EOS.   
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